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社協だより社協だより社協だより社協だより

　児童・生徒たちが、前期のボランティア活動を振り返ると共に、新たなボランティア活動を実践
する機会として、９月20日に中央公民館において、菊川市ボランティア活動支援センター（教育委
員会社会教育課）との共催で「ボランティア学習会」を行いました。
　18名の児童・生徒たちが、30年以上読み聞かせボランティアをされている三浦康子氏から「ボ
ランティア活動をして思うこと・ボランティアをする皆に伝えたいこと」のお話を聞き、「読み聞か
せのワザ」も教えていただきました。

「絵本の読み聞かせ」について学びました「絵本の読み聞かせ」について学びました
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菊
川
市
で
は
、
菊
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）が
小
・
中
・

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
や
、
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
様
子
な
ど
を
、
担
当
者
の
鈴
木
優
子
氏
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

を
教
え
て
く
だ
さ
い
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整
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

充
実
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加

入
、
受
入
先
と
児
童
・
生
徒
か
ら
の
活
動
希
望
申
し

込
み
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
入
先
は
、
福
祉
施
設
が
約
50
箇
所
、
そ
の
他
市

役
所
各
課
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
機
関
で
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
前
期
７
月
か
ら
10
月
は
、

約
５
０
０
名
の
児
童
・
生
徒
が
活
動
を
希
望
し
、
各

学
校
を
通
じ
て
申
し
込
み
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
児
童
・
生
徒
に
１
時
間
の
活
動
で
１

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ー
ド
を
配
布

し
て
い
ま
す
。ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、
４
級
か
ら

１
級
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
認
定
証
を
交
付
し
、
年
に
１

回
「
人
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
の
時
に
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
に
、
多
く
の
児
童
・
生
徒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
児
童
・
生
徒
を
励
ま
す

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
25
年
度
は
９

名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
年
に
２
回
、
受
入
先
の
皆
様
と
学
校
の

先
生
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

者
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
前
・
事
後
学
習
に
つ
い
て

お
話
く
だ
さ
い

　

平
成
23
年
度
、
社
会
教
育
課
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
協
働
し
て
、「
菊
川
市
福
祉
教
育
推
進
会
議
」を
設

置
し
て
協
議
を
進
め
る
中
で
、
児
童
・
生
徒
に
目
的

が
不
明
確
な
ま
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
受
入

先
も
児
童
・
生
徒
が
何
を
求
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
る
の
か
不
明
確
な
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。市
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
や
フ
ォ

ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
活
動
す
る
側
と
受

け
入
れ
る
側
が
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
協
働

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
事
前
・
事
後

学
習
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
で
は
、
受
入
先
に
対
し
て
そ
の
施
設
や

団
体
の
紹
介
や
説
明
、
当
日
の
活
動
内
容
や
流
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
な
ど
を
「
事

前
学
習
資
料
」
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼

し
、
そ
れ
を
児
童
・
生
徒
に
配
布
し
て
事
前
に
読
ん

で
活
動
に
臨
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、児
童
・
生
徒
に
も「
事
前
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
に
、
活
動
の
目
標
や
こ
ん
な
活
動
も
し
て
み
た

い
と
い
う
こ
と
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
受
入
先
の
皆

様
に
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、

児
童
・
生
徒
の
自
発
性
や
積
極
性
を
促
す
の
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま

す
。

　

事
後
学
習
と
し
て

は
、活
動
終
了
後
に

そ
の
場
で
、受
入
先

の
方
か
ら
声
掛
け
を

し
て
い
た
だ
い
た

り
、感
想
や
反
省
を

話
す
時
間
を
設
け
て

い
た
だ
い
た
り
し
て

社会教育課 鈴木優子氏

福祉施設の様子
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い
ま
す
。

　

ま
た
、児
童
・
生
徒
に「
事
後
学
習
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」と
、「
受
入
先
へ
の
お
礼
の
手
紙
」を
書
い
て
も

ら
い
、
次
の
活
動
に
繋
が
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。お
礼
の
手
紙
は
、
各
受
入
先
に
お
渡
し
し
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
ま
と
め
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担

当
者
会
で
配
布
し
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

事
前
学
習
資
料
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
お
礼
の
手

紙
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒
に
配
布
や

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
　

前
期
は
、
夏
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
活
動
が

多
か
っ
た
で
す
。販
売
や
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど
、
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、高
齢
者

施
設
、福
祉
施
設
、保

育
園
、幼
稚
園
、児
童

館
、地
区
セ
ン
タ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
、市
の
関
連
施

設
な
ど
、多
岐
に
わ

た
る
活
動
が
あ
り
ま

す
。施
設
利
用
者
の

方
と
一
緒
に
お
花
の

水
掛
け
を
し
た
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
中
学
生
が
小

学
生
の
宿
題
を
見
て
あ
げ
た
り
、
高
齢
者
施
設
で
は

自
分
の
特
技
を
活
か
し
て
高
齢
者
に
絵
を
描
い
て

見
せ
た
り
と
い
っ
た
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

前
期
に
活
動
し
た
児
童
・
生
徒
は
約
５
０
０

名
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は
、
男
子
７

０
５
名
、女
子
９
０
８
名
、合
計
１
６
１
３
名
で
す
。

小
学
生
２
７
１
名
、
中
学
生
１
２
５
５
名
、
高
校
生

８
７
名
で
す
。後
期
も
様
々
な
活
動
を
提
供
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て

思
う
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
や
受
入
先
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
し
ま
す

　

普
段
の
生
活
と
違

う
場
所
で
、初
め
て

会
う
大
人
や
利
用
者

の
方
た
ち
、そ
し
て

他
の
学
校
や
違
う
学

年
の
子
た
ち
と
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と

は
、一
つ
の
社
会
体

験
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
発
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
の
で
、
無
理
せ
ず
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。た
だ
、遊
び
で
は
な
い
の
で
、責
任

を
持
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

受
入
先
の
方
々
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。子

ど
も
た
ち
が
関
わ
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
受
入
側
に
と
っ
て
も
、
良
い
経
験
と
な
る

よ
う
に
上
手
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

各
学
校
に
も
、
配
布
や
取
り
ま
と
め
な
ど
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
の

協
力
が
非
常
に
大
き
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

大
人
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
な
ど
、
様
々

な
人
た
ち
の
存
在
を
知
り
、
ふ
れ
あ
う
体
験
が
で
き

る
貴
重
な
場
だ
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
自
己

実
現
や
人
づ
く
り
が
な
さ
れ
る
場
と
な
る
よ
う
、
大

人
た
ち
が
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
菊
川
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

高齢者デイサービスセンターの様子

地区センターで宿題をする様子
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笑顔、輝いてます笑顔、輝いてます笑顔、輝いてます

〜体験をとおして視野が広がりました〜〜体験をとおして視野が広がりました〜

　第39回

Ｑ　高校３年間でどんな活動をしましたか？
杉山：インターンシップやボランティア、授業の一環な
　　　どで、保育園、デイサービスセンター、知的障がい
　　　者施設に行きました。
金内：デイサービスセンター、特別養護老人ホーム、障
　　　がい者支援のイベントに行きました。
Ｑ　ボランティアなど福祉に興味をもったきっかけは
何ですか？
杉山：将来、幼稚園の先生になりたいと思い、保育の勉
　　　強ができる小笠高校に入学しました。
　　　また、先生から紹介を受けてボランティアクラブ
　　　に入り、夏休みなど長期休みにボランティアに行きました。
金内：私も将来、保育士になろうと思い、小笠高校に入学しました。しかし、保育園の実習だけでなく、
　　　高齢者施設で高齢者とのかかわりをとおし、介護に興味をもつようになりました。それからは
　　　様々な高齢者関係のボランティアに行きました。
Ｑ　活動していて嬉しかったこと、困ったことはありましたか？
杉山：嬉しかったのは、実際に幼稚園の先生の１日を経験できたことです。
　　　また、子どもたちに「ありがとう」と言われたり、笑顔を見たりしたことも嬉しかったです。
　　　困ったことは、幼稚園によって雰囲気が違ったり、高齢者に対して何をしたらいいか、何に気
　　　を付けたらいいかわからなかったりしたことです。その時は、職員の方や先生にアドバイスを
　　　もらうようにしました。
金内：高齢者施設へ行った時、始めはどのような話題を話したらいいか、接したらいいかがわからず、
　　　ただ隣にいるだけで思うように話せませんでした。しかし、何日間かいると利用者さんの名前
　　　を覚えたりしてだんだん話せるようになったのは嬉しかったです。
Ｑ　将来の夢、これからの目標はありますか？
杉山：幼稚園の先生を目指し、進学します。私自身、幼稚園に通っていたのですが、始めは幼稚園が嫌
　　　いでした。その時、出会った幼稚園の先生がとても明るく、幼稚園が好きになりました。その先
　　　生が私の理想の先生です。
金内：来年４月から介護の仕事をします。利用される方が多いのですが、視野を広げて一人ひとりの
　　　方に目を向けられるようにしていきたいです。

Ｑ　学生に対してのメッセージをお願いします。
杉山：私は菊川市のボランティアクラブに加入してい
　　　たため、菊川市のボランティア体験のみしていま
　　　した。通っている高校の市と住んでいる市が違う
　　　場合は、両方の市でボランティア体験をしてみる
　　　と、もっと視野が広がるのではないかと思います。
金内：私はボランティアが好きです。行ってみると楽し
　　　いことがたくさんあります。イベントのボランテ
　　　ィアは役割が決まっているため、まずはそのよう
　　　なボランティアからやってみたら楽しめるので
　　　はないかと思います。

静岡県立小笠高等学校3年生
金内茉有加さん（左）、杉山佳那さん（右）　

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。　

デイサービスの事後学習の様子　
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東小笠地区保護司会東小笠地区保護司会東小笠地区保護司会
「おかえり。」
　犯罪や非行のつぐないのため刑務所や少年院に行った人（対象者）が、刑期や指導期間
中に、受刑態度の良い人を対象に、満期後社会にうまく復帰できるよう、仮釈放されて家族
等の引受人のもとに帰り、裁判所や保護観察所から与えられた、生活をして行くうえで守
らなくてはならないこと（遵守事項）を守りながら、普通の生活に戻れる様に訓練をした
り仕事を探したりします（保護観察）。
　私達「保護司」の役割は、
　①対象者が希望している引受人がその対象者を引き受けていただけるかどうか、また対
　象者が生活する環境として適当かどうかなどを調整すること（生活環境調整）。
　②対象者が、保釈中や仮釈放中に裁判所や保護観察所から与えられた遵守事項を守る
　ように、月に２～３回程度直接お会いして更生のための相談や支援をすること（保護観
　察）。
　③犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラを強くするための「社会を明る
　くする運動」等に参加し活動をすること（更生保護の広報活動）。
　④保護司の見識やスキルアップを高めること（研修）。
　平成25年度は、保護観察官さんから保護司の仕事のスキルアップについて３回、菊川警
察署刑事課長さんから菊川警察署管内における犯罪情勢について１回の研修並びに愛知
県豊明市にある「豊ヶ岡学園」（少年院）の見学をさせていただくことができました。
　私達の「東小笠地区保護司会」は、菊川市に在住の１６名と御前崎市に在住の１４名の
保護司で構成されております。今後ともよろしくお願いいたします。

東小笠地区保護司会会長　　鈴木　直博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東小笠地区保護司会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局：菊川市役所福祉課　社会福祉係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎37-1123
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社協一般会費の納入ありがとうございました社協一般会費の納入ありがとうございました

菊川市社会福祉協議会「賛助（法人・個人）会員・団体施設会員」へ
ご加入いただきありがとうございました

菊川市社会福祉協議会「賛助（法人・個人）会員・団体施設会員」へ
ご加入いただきありがとうございました

　毎年、自治会を通じて納入いただいております社協一般会費（各世帯）につきまして、
本年もみなさまにご理解とご協力をいただきました。今後も地域福祉の推進に努力し
てまいりますのでよろしくお願いいたします。

　今年7月から「賛助会員・団体施設会員」を募集いたしました。次の企業・個人・施設・団
体のみなさまにご加入いただきました。ご協力いただきました会費は、地域の社会福祉
活動へ有効に活用いたします。

地区
西方
町部
加茂
内田
横地
六郷
河城
平川
嶺田
小笠南
小笠東
合計

世帯数 金額

平成26年度
菊川市社会福祉協議会　住民会費集計

746
910
1,537
818
580
2,880
1,167
982
489
828
982

11,919

596,800
728,000
1,229,600
654,400
464,000
2,304,000
933,600
785,600
391,200
662,400
785,600
9,535,200

法人会員
㈲オガサ自動車
㈱ホソヤ 
山岡産業㈱
菱電旭テクニカ㈱
菊川化成㈲
小笠町茶農業協同組合
オオタ・レンタカー㈱小笠営業所
㈲ヤマダ商会
小笠運送㈱
マルマツ食品㈲
㈲園田自動車
走栄電業㈲
丸幸製茶㈱
㈲河原崎木型
㈱スタンダードエイジェンシービクトリースイミング
土井電気工事㈱
㈲小笠衛生
静岡経済連小笠食肉センター
三邦ポリマー工業㈱
阿形工業㈱
五光コンテナー㈱
㈱生駒化学工業東海工場
赤土原茶農業協同組合
㈲齋能園
㈱石龍
石田研磨工業所㈲
㈲丸正渡辺製茶工場
㈱産榮工業
㈱高忠トライデント
フガク工機㈱
㈱小松防研監理事務所
(医)篠原医院
㈱橋本屋呉服店
㈲セントラル石油
掛川信用金庫 小笠支店
サクラ罐工業㈱ 静岡工場
島田信用金庫 小笠支店
㈲ライトスクエア
マルゼン工業㈱
㈱静岡旅の企画室 ゆうプラン小笠店
㈱すず保
㈲保険企画
㈲きらく旅館
㈱大弥 菊川営業所
㈱オール看護小笠
南部建設㈱
チェストプレミックス㈱
内外化成㈱小笠工場
㈱近藤建設
㈱スズヨエコプロダクツ
㈱東遠保険コンサルタント
松下金属工業㈱小笠工場
㈱ファインケム
㈲大橋造園
㈱日本平ゴルフ場菊川カントリークラブ
くらた看板
東富田第一茶農業協同組合
西富田茶農業協同組合
㈱ライフケア加藤設備
上倉沢茶農業協同組合
塩崎クリニック
㈱村田建設
スズテック㈱
和田茶農業協同組合

桜井医院　櫻井恒太郎
島田信用金庫 菊川支店
堀池工機㈱
㈱静岡ツーリスト
掛川信用金庫 菊川支店
㈱トラスト
㈲アイエル
㈱山下組
(医)徳樹会 池ヶ谷内科医院
㈱オーザ
(医) 正圭会 福地医院
河内経営労務管理事務所
エスエイコーサン㈱
㈱美緑園
㈱アーク東海
神尾金上茶農業協同組合
㈲フラワー調剤薬局
ウイングホーム㈱
菊川燃料㈲
㈱松永茶舗
㈱落合組
㈱清水銀行 菊川支店
㈱石川組
掛川信用金庫 菊川南支店
㈱服部モータース商会
㈱田嶋電気工業所
㈲夢み
㈲ツルタ
共和設備㈲
㈲渋谷工務店
㈲ドライクリーニング駿河屋
㈲内海建設
㈲菊川生活環境センター
㈲肉のクロダ
武藤歯科医院　武藤晃
㈲石山商店
㈱静岡銀行 菊川支店
㈲小田石油
㈱シムラ
㈱ミクニ 菊川事業所
ききょう薬局菊川店
㈱浜崎商店
三光ドライ㈱
久保田ふとん店㈲
㈲ドド マクドナルド菊川ゼネラル石油ＳＳ店
㈱牧野組
㈱トキワ
㈱河原崎商事菊川
旭テック㈱
㈲サンメン菊川
㈱落合製作所
㈱沖開発
フジオーゼックス㈱ 静岡工場
㈱テトス
㈱故紙センタートヨタ
㈱グリーンループ
(医) 北島クリニック
㈱さくら デイサービスセンターさくら
㈱山内商店菊川工場
㈲松井製作所
㈱東海サイエンス
㈱菊南工業
㈲スタジオワン福田
川崎工業㈱ 菊川工場
菊川シール工業㈱

㈲長谷山機販
岡本クリニック　岡本典雄
松下産婦人科医院　松下道雄
（社）菊川市シルバー人材センター
㈱佐野 菊川営業所
森クリニック　森重夫
クミアイ化学工業㈱生物科学研究所
(医) あさひ菊川耳鼻咽喉科
㈱ホンダカーズ駿河
㈲アサヒ工業
㈲斉藤新聞店
㈲アイメディカルマネジメント通所介護松若
㈱スーパーラック菊川店
菊川建設㈱ 
交通安全協会菊川地区支部
㈱ケイリックス
横浜植木㈱ 菊川研究農場
㈲マイスター工房
㈲菊川みなみ薬局
㈱マルイチ
(一財)小笠掛川勤労者福祉サービスセンター
㈲Mタウン
㈱セラーコーポレーション
菊川市商工会
石崎耳鼻咽喉科　石崎久義
㈲葵興商
㈲ワカスギ塗装
小笠榛原モラロジー事務所
㈱佐野機械店
遠州運輸㈱
内田第二茶農業協同組合
㈲正樹園 
㈲サンワテック 
内田第三茶農業協同組合
㈱浅野 静岡工場
日東工業㈱ 菊川工場
黒七肥料農材㈱
㈱小林建設
落合刃物工業㈱
(医)晴和会 さわだの庄
㈲石川造園設計
㈲トスカル（ローソン西方店） 
㈱千代田テクノル浜岡営業所
㈲ツルタ電気
SUS㈱静岡事業所
ベルファーム㈱
㈱オカムラ
静岡日電ビジネス㈱
㈲ワイエスデー
㈱若杉組

個人会員
高柳　和弘
内田　隆
水野　貞幸
宮城　力弘
西澤　和弘
鈴木　榮
岡本　德夫
小笠原　宏昌
田島　允雄
北沢　俊一
倉部　光世
加茂　ひろ子
山下　修

岡本　吉弘
鈴木　啓之
有海　喜一郎
松本　正幸
鶴田　浩
花村　晴弘
大橋　眞佐美
高木　公子
澤崎　照夫
板倉　幸夫
齋藤　久司
石田　辰芳
石原　潔
岡本　扶美子
鈴木　吾朗
大石　明利
太田　順一
山岸　東平
森　茂
石川　喜明
杉本　義博
夏目　洋子
土井　緑
河原崎　きみ江
白松　洋一
黒田　八重子　
中山　安代
石川　虹美子
鈴木　直博
川越　一男
永井　久男
舟木　健二
山本　敦子
八木　龍雄
松下　利美
鈴木　アケミ
栗田　市松
松田　報
横山　由美子
福井　逸子
三ツ井　誠
匂坂　幹雄
井指　雅代
三浦　康子
鈴木　麻里子
鈴木　仁
伊藤　高德
杉山　志のぶ
白松　恭ノ助
儘下　忠夫
武藤　勝彦
早川　眞理子
鈴木　辰男
鈴木　美恵子
杉山　美代子
後藤　久子
本間　千穗子
水野　明
伊藤　順治
小林　利明
山田　照義
黒田　好一
末永　無相
堀　みゆき
山内　均

浅井　孝悦
落合　勝國
山田　重孝
山田　勇
宇佐美　浩一
久保　高枝
宮崎　良江
松下　節子
津留﨑　和弘
赤堀　てる子
鈴木　義弘
黒田　潔
小杉　信策
鈴木　義弘
鈴木　善昭
佐々木　清美
鈴木　孝之
榑松　澄男
千原　享子
鈴木　美代
菅沼　れい子
山下　悦子
山田　直規
中山　生男
齊藤　壹則
山田　均
中山　昇司
秋山　藤一
鈴木　金佳
杉森　寿子
杉山　茂
池田　正人
本間　久詞
齋能　惠子
永田　君子
赤堀　惠子

施設会員
横地保育園 
愛育保育園 
菊川保育園 
おおぞら幼保園 
特別養護老人ホーム 千寿の園
障害者支援施設 光陽荘
特別養護老人ホーム 喜久の園
東遠学園 
就労継続Ｂ型事業所 草笛共同作業所
生活介護事業所 かすが
障害者支援施設 菊川寮
軽費老人ホーム 和松園
特別養護老人ホーム 松寿園
特別養護老人ホーム 松秀園
障害者支援施設 清松園
内田デイサービスセンター 
NPO法人 小規模多機能ホーム ようこそ
遠州夢咲農業協同組合 福祉課

団体会員
菊川市母子寡婦福祉会
菊川市老人クラブ連合会
菊川市身体障害者福祉会
菊川市手話通訳者協議会
菊川市手をつなぐ育成会
菊川市遺族会

（順不同 敬称略）



7
月〜金曜日　8：15〜17：00　プラザけやき☎35-6385ボランティア相談

ボランティアの広場ボランティアの広場
ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

　長年の活動が評価され、４つのボランティア団体が市から表彰されました。おめでとうございます。今
後も益々のご活躍をお願いいたします。
○七重会
　横地地区内の高齢者世帯に配食を行っているグループです。
　昭和63年の設立以来、季節の食材を使った栄養バランスの良いお弁当を手作りし、笑顔と一緒に配
　達してくださっています。
○点訳サークル泉
　書籍や広報紙などを点訳し、視覚障がいの方たちに発送しているグループです。
　平成２年に設立しました。市内の学校に出向き、児童生徒たちに点字の打ち方や、視覚障がいについ
　て教えてくださっています。
○手話サークルひまわり
　平成２年に設立し、聞こえない人と聞こえる人が共に活動しています。
　手話を学び、手話で交流をすることで、聞こえないことや聞こえない人たちの生活を理解し、地域の中
　でお互いに支え合いながら活動をされています。
○送迎の会ぶらんこ
　いきいきサロンけやき、いきいきサロン東部、機能訓練事業を利用されている高齢の方たちの送迎を
　しています。安全運転はもちろん、乗降時の気配りや楽しいおしゃべりで、高齢の方たちの生活を支
　援してくださっています。

ボランティアグループからのお知らせボランティアグループからのお知らせボランティアグループからのお知らせ

「菊川おもちゃ図書館あそぼ」
　菊川におもちゃ図書館あそぼが誕生して２５年になりました。
発達が気になる子ども達とおもちゃ遊びを通じてふれあい、その発育を
支援する場としておもちゃ図書館活動が始まりました。毎月１回菊川児
童館内で開館しています。
　部屋いっぱいに広がるおもちゃ、ボールプール、エアポリン等の大型
おもちゃに目を輝かせて遊ぶのは子どもだけではありません。大人もか
なり真剣に遊んでいます。「毎月楽しみにしているよ」、「心の拠りどころ
になっているよ」との嬉しい言葉に励まされ、幾分高齢の域に達したボ

ランティアが活動を続けています。興味のある方は是非見学に来て下さい。
開 館 日　　毎月第２土曜日　１３：３０～１６：００
　　　　　　※12月は「25周年クリスマス会」開催のため休館です。
問合せ先　　ボランティアセンター　☎３５－６３８５

「菊川市功労表彰受賞」

「収集ボランティア活動をしてみませんか？」 ☎３５−６３８５
　菊川市社会福祉協議会では、以下の収集をしています。
　収集物は、発展途上国への援助活動や団体の活動資金などに活用されます。
　窓口に収集箱を置いてありますのでご利用ください。
　誰でも気軽に参加できるボランティア活動です。ぜひ窓口にお越しください。
○古切手（切手のまわりは１cm程度の余白を残してください。）
　　「切手を切り取らずに封筒やはがきのままの提供も大歓迎です。」
○ベルマーク　　　　○書き損じはがき
○テレフォンカード　　○ロータスクーポン
○ディズニーランド、ディズニーシーの使用済みチケット
※プルタブ、ペットボトルのキャップは収集しておりません。

　菊川市社会福祉協議会では、以下の収集をしています。
　収集物は、発展途上国への援助活動や団体の活動資金などに活用されます。
　窓口に収集箱を置いてありますのでご利用ください。
　誰でも気軽に参加できるボランティア活動です。ぜひ窓口にお越しください。
○古切手（切手のまわりは１cm程度の余白を残してください。）
　　「切手を切り取らずに封筒やはがきのままの提供も大歓迎です。」
○ベルマーク　　　　○書き損じはがき
○テレフォンカード　　○ロータスクーポン
○ディズニーランド、ディズニーシーの使用済みチケット
※プルタブ、ペットボトルのキャップは収集しておりません。

ドミノをつくりましたドミノをつくりました
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福祉総合相談福祉総合相談

心配ごと相談心配ごと相談

結婚相談結婚相談

日時　月〜金曜日　８：１５〜１７：００

日時　12月　1日（月）　９：００〜１２：００

　　　12月15日（月）１３：００〜１６：００

会場　プラザけやき ひきこもり、不登校無料相談ひきこもり、不登校無料相談
日時　12月　1日（月）・15日（月）１３：００〜１６：００

会場　菊川児童館（プラザけやき２階）

予約電話　０９０−１４７６−３２３３

日時　12月　5日（金）１３：００〜１６：００

　　　12月22日（月）　９：００〜１２：００

会場　菊川市役所　小笠支所

日時　12月　5日（金）１８：００〜２１：００（受付２０：００まで）

　　　12月21日（日）　９：００〜１２：００（受付１１：００まで）

会場　プラザけやき

　　　※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。

相
談
窓
口

参加者募集　各種事業参加者募集　各種事業

2014年度NPOプレゼント講座〜中東遠地域〜　2014年度NPOプレゼント講座〜中東遠地域〜　ご案内
　＜静岡ろうきん＞からの配分金の一部を、県下の労働組合が「社会貢献のための寄付（再拠
出）」した資金を基に実施する講座です。地域で主体的に活動しているＮＰＯの支援を目的に開
催しています。

日　時　　平成 26 年12月６日(土 )　13：30 ～16：30 
会　場　　磐田市総合健康福祉会館 iプラザ 2階　ふれあい交流室
テーマ　　「減災をめざしたまちづくりに向けて」
講　師　　日詰　一幸　氏 (静岡大学人文社会科学部教授 )

日　時　　平成 27年1月17日 (土 )　13：30 ～16：30
会　場　　袋井市協働まちづくりセンター　ふらっと
テーマ　　 「健康長寿をより伸ばすために…～団塊シニアの力を地域に活かす～」
講　師　　山本　伸晴　氏 (地域福祉研究所主宰 ) 

申込み・問合せ先　磐田市市民活動センターのっぽ（NoPpO）　
　　　　　　　　　☎0538-36-1890　FAX0538-36-1890
　　　　　　　　　Ｅ-mail  center@za.tnc.ne.jp

福祉車輌貸出事業　福祉車輌貸出事業　 ご案内
　社会福祉協議会では、車椅子のまま移送できる車輌（福祉車輌）の貸出を行っています。
対 象 者　市内に住所を有する個人・団体で車椅子を利用している方
対象となる移動行為　病院への通院・入退院、施設への送迎、福祉団体主催行事への参加など
貸出可能日時　原則として月曜日から金曜日　８：15～17：00
　　　　　　　※その他の時間帯等は相談の上、決定します。
利用料金　実費のみお支払いいただいています。詳しくはお問合せください。
申込方法　申込書に記入の上、社会福祉協議会へお申込みください。
　　　　　申込書は社会福祉協議会ホームページから
　　　　　ダウンロードできます。
　　　　　菊川市社会福祉協議会ホームページ
　　　　　（http://www.kiku-syakyou.or.jp/）
　　　　　　　　　　　▼
　　　　　福祉車輌・機器・学習教材貸出
　　　　　　　　　　　▼
　　　　　「福祉車輌利用申請書兼誓約書」
問合せ先　社会福祉協議会　☎35-3724　FAX35-3202


